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0.本稿の目的及び調査概要

調査概要

目的

生成AIを学校の授業で利用することに賛成・反対・分からないと
回答した親の特性を明らかにすること

2 ページ

調査時期 2025.11

調査方法 訪問留置法

調査対象 全国 小中学生

標本抽出方法 層化二段抽出法・性別・学年・地域・都市規模で割付

回答数 1200組の小中学生とその親

分析方法：数量化理論第Ⅱ類



3 ページ1-1.文科省のガイドライン（2025．12）

文科省のガイドラインにおいて生成AIを小中学生が利用することについては、
利用目的や態様等の情報提供を求めている



4 ページ1-2.先行研究の整理

教育現場における生成AIの実践的活用例や、生成AIに関する親子の認識に関する調査は一定数存在するも
のの、親が捉える「子どもの生成AI利用」に着目した研究は限られている

① 教育現場における生成AIの活用・影響

真木他（2024）中学校現場での授業実践を通じた生成AIの教育的活用に関する
研究,科学教育研究センター紀要 Vol.3

小野沢(2024)学校教育における生成AI活用の現状と今後の課題

② 親と子の生成AIに関する意識のずれ

Yaman Yu(2024) Exploring Parent-Child Perceptions on Safety in  
      Generative AI: Concerns, Mitigation Strategies, and Design     
      Implications 



5 ページ1-3.生成AIの利用率
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6 ページ1-4.生成AIの利用きっかけ
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7 ページ1-5.生成AIの利用用途
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8 ページ２-1.目的変数：授業に生成AIを利用することへの親の賛否

分からないが減り、賛成・やや賛成が増える傾向
賛成を１群、反対を２群、分からないを３群としこれを目的変数とする
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9 ページ2-.2説明変数
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10 ページ3-1.精度・軸の解釈

判別的中率：71.4％ 相関比η²＝0.20（１軸） 相関比η²＝0.11（2軸）

寄与率：63.8％ 寄与率：36.2％

３群（分からないの特性） ２群（反対の特性）



11 ページ3-2.各軸の偏相関係数



12 ページ3-3．カテゴリースコア（偏相関係数上位）

賛成・反対＞＝＝＜分からない 賛成・分からない＞＝＝＜反対



13 ページ3-4．カテゴリースコア（偏相関係数下位）

賛成・反対＞＝＝＜分からない 賛成・分からない＞＝＝＜反対



14 ページ4．まとめ

分からないは「親の生成AIへの認知」が低い
賛成と反対を分けたのは「教育体制」と「子の生成AI理解度」

賛成 反対 分からない
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関連が見られなかった項目
親の性別 親の年齢

ICT授業頻度 学校の成績

親の学歴

自己肯定感 精神的自立 性別



・自由で独立した立場から、モバイルICTがもたらす「光」と「影」の実態を「社会調査」の手法で研究・分析
・東大名誉教授の廣瀬通孝所長の指導の下、社外の有識者３名を理事に迎え、様々な観点から調査を実施
・研究成果をモバイル社会研究所のウェブサイト・書籍(モバイル社会白書)、学会等で社会へ発信

【主な研究テーマ】

2010年から毎年実施している「モバイル動向調査(基礎調査)」に加え、
時流に合わせた「ライフスタイルを軸とした個別調査」を実施

【組織】

＜理事会＞

廣瀬 通孝
東京工科大学教授
東京大学 名誉教授

桑津 浩太郎
立命館大学大学院客員教授
（元 野村総合研究所

      研究理事未来創発センター長）

是永 論
立教大学社会学部教授

 (メディア社会学科)

松田 美佐
中央大学文学部教授
(社会情報学専攻)

社会情報学専攻放送倫理・
番組向上機構(BPO)委員

所長／理事
長

理 事

NTTドコモ モバイル社会研究所のご紹介

ご清聴いただき、ありがとうございました


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15

